
【専門分野】 

 

科目名 小児看護学概論 講

師

名 

非常勤講師 

学 

 

年 

２ 

履

修

期 

第１学期 単 位 １単位 

時間数 ３０時間（内１５時間） 

授業概要 

 小児期は人間の一生のなかで最も成長発達の著しい時期である。そして小児の心身の成長 

発達は環境によって影響を受けるため、小児を取り巻く環境を視野に入れ対象を理解する必要

がある。そのためこの科目では、小児各期の成長発達の特徴から必要となる健全な心身や人格

形成のための看護や小児の保健医療福祉を理解する。 

授業科目目標 

１．小児を取り巻く環境、社会、保健医療制度の仕組みを関連づけて、小児各期の特徴が理解

できる。 

２．小児看護の特徴と役割について理解できる。 

授業計画 

 

１～２回：小児看護の特徴と理念 

１）小児医療・看護の変遷と課題 

    ２）小児看護の対象 

    ３）小児看護の目標と役割 

    ４）小児医療・小児看護における倫理 

      児童憲章、子どもの権利、決定権、インフォームド・アセント、 

プレパレーション 

３回：小児に関する保健医療福祉の動向 

１）小児に関する諸統計 

４～５回：小児に関する保健医療福祉の動向  

１）小児保健医療福祉政策の活用 

      児童福祉法、母子保健法、学校保健法、 

予防接種法（子育て支援、虐待防止、母子保健サービスの活用） 

６回：小児と家族 

１）小児にとっての家族とは 

（家族（親子）関係と社会化、アタッチメント、分離不安） 

    ２）現代家族の特徴 

    ３）家族アセスメント 

    ４）小児の健康問題や入院が小児と家族（同胞）に与える影響 

（病気や入院に伴う小児の反応） 

7回：外来における小児看護 

１）外来看護の特徴と機能 

（緊急度の把握・トリアージ、健康審査・育児相談） 

２）外来における小児看護の役割 

８回：終了試験 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

講義 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

評価方法 筆記試験 

テキスト 
１．系統看護学講座 専門分野 小児看護学［１］小児看護学概論 小児臨床看護総論， 

医学書院． 

学生への 

メッセージ 

小児看護を実践するにあたって基本となる知識や考え方となるため、小さな子どもと関わっ

た経験の少ない学生は自分の子どもの頃を思い出しながら理解して下さい。またご家族に自分

の子どもの頃のことをたずねてみてください。 

【関連科目】心理学、家族関係論、倫理学、公衆衛生学、社会福祉、関係法規Ⅰ、母性看護学

概論、精神看護学概論 
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第１学期 

 

単 位 １単位 

時間数 ３０時間（内１５時間） 

授業概要 

小児期は人間の一生のなかで最も成長発達の著しい時期である。そして小児の心身の成長 

発達は環境によって影響を受けるため、小児を取り巻く環境を視野に入れ対象を理解する必要

がある。そのためこの科目では、小児看護の対象である小児各期の成長発達の特徴を身体的・

精神的・社会的側面から理解し、小児の健全な成長発達を促すための援助や、成長発達段階を

踏まえた事故防止について学習する。 

授業科目目標 

１．小児を取り巻く環境、社会、保健医療制度の仕組みを関連づけて、小児各期の特徴が理解

できる。 

２．小児看護の特徴と役割について理解できる。 

授業計画 

１回：小児の成長発達 

    １）成長発達とは 

    ２）成長発達の進み方 

    ３）成長発達に影響する因子 

    ４）成長発達の評価 

 

２～４回：小児各期における成長発達の特徴と発達課題 

（エリクソン、ハヴィガースト） 

１）形態的、生理機能的特徴（第二次性徴） 

２）精神運動機能的特徴（基本的生活習慣） 

３）知的（ピアジェの認知発達理論）・情緒・社会的機能の特徴 

      （養育環境、コミュニケーション能力、自我、自立、学校への

適応、仲間との関係、異性への関心） 

 

５回：小児の遊びの発達（運動・学習と遊び） 

 

６回：小児の栄養と食生活の特徴 

    １）栄養の意義 

    ２）小児各期の食生活の特徴（授乳、離乳を含む） 

    ３）食生活上の問題と食育（生活習慣病の予防） 

 

７回：事故防止と安全教育・安全対策（感染予防） 

     小児を取り巻く社会環境、問題行動と対応 

     セルフケアと保健教育 

 

８回：終了試験 
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評価方法 筆記試験 

テキスト 

１．系統看護学講座 専門分野 小児看護学［１］小児看護学概論・小児臨床看護総論，医学

書院． 

２．系統看護学講座 専門分野 小児看護学［２］小児臨床看護各論，医学書院． 

学生への 

メッセージ 

小児看護を実践するにあたって基本となる知識や考え方となるため、小さな子どもと関わっ

た経験の少ない学生は自分の子どもの頃を思い出したり、ご両親に自分の子どもの頃のことを

尋ねたりしてみて下さい。また小児の成長発達においては、エリクソンの発達課題を想起し 

関連させながら理解するようにして下さい。 

【関連科目】心理学、解剖生理学Ⅰ～Ⅳ、栄養学、精神看護学概論 

 


	1.小児看護学概論①（理念と保健）（Ｒ４）
	2.小児看護学概論②（成長発達）（R４）

